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現 地 調 査

委員会現地調査委員会現地調査
より町内の現地調査を実施。その結果を６月定例会で報告しました。

総務文教常任委員会

・新たに設置された40t級の防火水槽を確認。消火
活動の負担軽減と初期消火活動に貢献するものと
期待される。

・昨年度の第１リフトワイヤーロープ撤去工事を確
認。また、レストハウス内部とその周辺の現況も
確認しました。今後の方針を確立させ、しっかり
対応いただくよう要望しました。

・昨年度の防火扉改修工事を確認。今後も適切に管
理いただくよう要望しました。

・昨年度の屋上防水シート改修工事を確認。また、
今年度改修予定の玄関外壁等を確認し早期実施を
要望しました。

・池ノ尻遺跡出土の人体像把手付土器の修復状況を
確認。希少価値は非常に高く、地域資源としての
有効活用が期待される。

・昨年度の変圧器キュービクル改修工事を確認。
　また、今年度予定の教室照明ＬＥＤ化の早期実施
を要望しました。

柳津温泉スキー場柳津温泉スキー場
（休止中）（休止中）

西山小学校西山小学校
やないづ縄文館やないづ縄文館

柳津小学校柳津小学校

会津柳津学園中学校会津柳津学園中学校

小柳津地区小柳津地区
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現 地 調 査

令和６年度 常任令和６年度 常任
産業厚生常任委員会

奥会津ビジターセンター奥会津ビジターセンター

・７月の開所に向け、急ピッチで作業が進められて
いた。国定公園としてだけではなく、当町の地域
振興への相乗効果も期待される。

５月９日（木）総務文教常任委員会並びに産業厚生常任委員会に

・工事の進捗状況や今後の予定等について確認。水
不足の解消に大きな期待が寄せられている。適切
な進行管理に努め、早期着工を要望しました。

大成沢・冑中地区取水・導水施設大成沢・冑中地区取水・導水施設
整備事業整備事業

・会津若松建設事務所より全体計画と整備方法につ
いて説明を受けた。未着工の地区では地盤の問題
があり、景観にも配慮がほしいので、県に対して
実態調査と計画見直しを強く要望しました。

・４月６日に発生した四ッ谷地区から高森地区間の
土砂崩れの現場を確認。川が閉塞しないようにパ
イプ埋設工事も実施。一日も早い復旧と町財政負
担の軽減を要望しました。

銀山川周辺堤防工事現場銀山川周辺堤防工事現場

町道五畳敷大成沢線災害現場町道五畳敷大成沢線災害現場
（四ッ谷高森間）（四ッ谷高森間）

気になる
現場を調査！
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議 案 審 議

６月定例会審議議案　－主な議案－

令和６年第２回定例会が、６月５日から７日までの３日間の会期で行われました。今回の定例会では計画の変
更、補正予算、人事、契約締結などの１0議案及び議員提出議案４件を審議し、原案どおり可決、承認しました。

●６月定例会後の令和６年度予算額
６月補正後 補正額

一 般 会 計 42億5,855万1千円 1億1,855万1千円

特　

別　

会　

計

土 地 取 得 30万 　円 0円

国
保

事業勘定 4億7,568万4千円 ▲81万6千円

施設勘定 6,094万3千円 94万3千円

後 期 高 齢 6,038万6千円 8万6千円

介 護 保 険 5億8,666万8千円 ▲123万2千円

町営スキー場 930万　円 0円

公
営
企
業

簡 易 水 道 5億4,750万5千円 12万1千円

下 水 道 3億9,216万5千円 3,702万3千円

合　　計 63億9,150万2千円 1億5,467万6千円

柳津町過疎地域持続的発展計画の変更について
過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法に基づき、事業項目の追加や大幅な事業量の増減に伴

う変更を可決した。
・ 公営住宅整備事業、小中学校施設改修事業、橋梁補修工事、トンネル維持補修工事などを追加し、財

源として過疎債を充当する。

柳津町一般会計補正予算ほか、3の特別会計、２の公営企業会計の補正予算
各会計の予算額を下表の額に改正
　【主なもの】人事異動による人件費の変更、四ッ谷土砂災害の経費増など

固定資産評価審査委員会委員の選任について
天野　髙氏（牧沢）が６月30日で任期満了となることに伴い、同氏を再任することに同意した。

工事請負契約の締結について
町営住宅長寿命化計画に基づき、経年劣化が進んだ柳ヶ丘団地１号棟の外壁改修工事の請負契約を可決した。

【契約金額】9,240万円　【契約の相手方】滝谷建設工業株式会社　代表取締役　田中 智仁

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律の規定に基づき、事業項目

の追加や事業費の増に伴う変更を可決した。
・４つの辺地地域のうち、西山東部辺地（久保田・牧沢・四ッ谷）
　　町道五畳敷大成沢線改修事業の事業費増額（資材価格高騰のため）
　　町道久保田三百刈線改修事業を追加（急こう配な進入路の改修）

【議員提出議案】
国・県に対し「学校給食費無償化を実
施することを求める意見書」の提出に
ついて

保護者の負担軽減や公
平性を図るため、学校給
食費無償化を国と県に求
める意見書を採択。

【議員提出議案】
国の「被災児童生徒就学支援等事業」
の継続と被災児童生徒の十分な就学支
援を求める意見書の提出について

東日本大震災で被災した児童生徒の就学支
援事業の継続を国に求める意見書を採択。

こんなことを
決めました
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定例会の最終日に議案審議を行いましたが、質疑応答の一部（令和６年度一般会計補正予算）につ
いてご紹介します。

６月定例会議案審議

◉2番　渡邊俊典議員
・ 農林水産業費の林業振興費、備品購入費のICT機械購入費というのは、どのようなものを買う

予定なのか。
・ 商工費の中の観光費、ビジターセンターの改修工事、転落防止ということだが、どのようなも

のを考えているのか。

【回答】（地域振興課長）
・ 「ほかパト」というICT機器で、熊とかイノシシの罠を設置した際に、

子機を設置する。本来、罠の状況を確認管理するため見張らなければ
ならないが、メール等でお知らせをしてくれるため、作業の軽減を図
ることができる。10分の10の補助で購入でき、現在9台持っているが、
今後、増設していきたい。

・ 施設改修工事については、2階の転落防止ということで、現在の柵の
周りに転落防止柵を設置していきたい。

◉�3番　磯目泰彦議員
・ 商工費の観光費、観光案内業務委託料について、国や地方公共団体が民間へ委託事業を出す場

合には、消費税が当然かかるが、契約書にどのように記載されていても課税の事実は変わらな
いとなっている。消費税の性質上、預かり金等ではなく、商品や役務の一部になっている面も
ある。委託先の課税、免税事業者の別はあっても課税については関係しないと解釈している。

　 　委託先が課税事業者になったからという説明では、消費税が新たに発生したかのように受け
止められるが、町の見解を改めて伺う。

【回答】（地域振興課長）
課税事業者というところは、今回、4月1日からの対象になりますので、今回の補正ということにな

っておりますので、ご理解のほうをよろしくお願いしたいと思います。

◉�9番　荒明正一議員
・ 災害復旧費の町単独災害復旧費の委託料と工事請負費の両方が上がっているが、同じ工事の中で

処理されるものなのか。四ッ谷地内の工事分と高森地内の工事分で新らたに計上していると思う
が、これは一緒に計上されているのか。

【回答】（建設課長）
土木施設災害復旧費の中の委託料と工事請負費ということで、測量の委託、地質調査の委託、いず

れも関連しており、新たに発生した災害箇所、四ッ谷地内の災害復旧工事のため、補正をさせていた
だきたい。

議 案 審 議
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の
環
境
美
化
活
動
が
功
を
奏
し
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
い
き
た

い
。
ホ
ー
ム
反
対
側
へ
の
進
入
路

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
調
査
、
協

議
を
進
め
た
い
。

Q
ホ
ー
ム
反
対
側
へ
の
進
入

路
の
整
備
は
全
然
動
い
て

い
な
い
。
可
能
性
を
含
め
、
検
討

内
容
や
計
画
を
後
日
提
出
し
て
ほ

し
い
が
い
か
が
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
ま

で
の
経
緯
等
を
精
査
し
、

今
後
の
方
向
性
等
を
提
示
し
た
い
。

Q
駅
周
辺
の
空
き
家
を
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
に
す
る

と
い
う
の
は
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
駅
に
近
接
す
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
は

難
し
い
と
思
う
。

Q
道
の
駅
か
ら
柳
津
駅
ま
で

の
回
遊
性
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
今
年
度
事
業
へ
の
落
と

し
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
今
年

度
か
ら
、
道
の
駅
と
柳
津

駅
を
繋
げ
た
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事

業
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
も
分
析

し
な
が
ら
進
め
た
い
。

Q
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
稼
働

数
は
三
島
町
の
10
分
の
１

と
伺
っ
て
い
る
。
只
見
線
で
は
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
が
始
ま
る
が
、

町
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
５
月

に
６
日
間
実
施
さ
れ
た

が
、
結
果
等
は
ま
だ
出
て
い
な

Q
令
和
４
年
10
月
に
只
見
線

は
全
線
再
開
通
し
、
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
世
界
各

地
か
ら
の
来
訪
者
が
急
増
し
た

が
、
潜
在
的
な
問
題
の
表
面
化
が

否
め
な
い
。
そ
の
中
で
４
月
12
日

に
町
駅
舎
情
報
発
信
交
流
施
設
が

オ
ー
プ
ン
し
た
の
で
、
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

①
今
後
の
運
営
の
在
り
方

②
周
辺
整
備
の
現
状
と
今
後

③
施
設
か
ら
の
交
通
網
の
課
題

A
（
町
長
）
①
現
在
、
主
に

赤
べ
こ
工
房
、
カ
フ
ェ
、

観
光
案
内
の
３
つ
を
行
っ
て
い

る
。
情
報
交
換
等
を
行
い
、
よ
り

良
い
運
営
に
努
め
て
い
く
。

②
駐
車
場
等
の
修
繕
が
必
要
で
、

今
年
３
月
認
定
の
歴
史
的
風
致
維

持
向
上
計
画
（
歴
ま
ち
計
画
）
と

連
携
し
、
景
観
形
成
に
合
っ
た
整

備
を
進
め
た
い
。

③
町
民
バ
ス
、
会
津
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
只
見
川
電
源
流
域
振
興
協

議
会
の
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
あ

る
が
、
利
用
者
が
少
な
く
、
大
型

バ
ス
で
次
の
観
光
地
や
宿
泊
地
に

向
か
い
、
地
域
に
「
お
金
」
が
落

ち
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

Q
町
で
駅
舎
の
無
償
譲
渡
を

受
け
な
け
れ
ば
、
駅
舎
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
た
か
？

A
（
副
町
長
）
無
償
譲
渡
を

受
け
な
け
れ
ば
、
駅
舎
の

機
能
的
か
つ
魅
力
的
な
整
備
が
で

き
な
か
っ
た
と
思
う
。

【
※
一
般
質
問
と
は
…
議
員
が
議
長
の
許
可
を
得
て
、
町
の
事
務
全
般
に
つ
い
て
質
す
発
言
】

Q
今
年
度
の
観
光
案
内
業
務

委
託
料
は
約
６
４
８
万
円

計
上
さ
れ
て
い
る
。
今
後
も
同
じ

委
託
料
で
い
く
の
か
？

A
（
町
長
）
実
情
と
実
績
を

踏
ま
え
て
考
え
て
い
く
。

Q
運
営
業
者
募
集
の
要
項
か

ら
す
れ
ば
、
カ
フ
ェ
業
務

に
限
定
し
な
く
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
？

A
（
地
域
振
興
課
長
）
条
例

で
「
カ
フ
ェ
」
と
定
め
ら

れ
て
い
る
。

Q
夜
間
営
業
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
提
供
、
待
合
ス
ペ
ー
ス

で
の
飲
食
は
可
能
か
？

A
（
地
域
振
興
課
長
）
ア
ル

コ
ー
ル
の
提
供
等
は
可

能
。
待
合
ス
ペ
ー
ス
は
Ｊ
Ｒ
を
利

用
す
る
方
の
待
合
室
な
の
で
、
基

本
は
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
の
中
に
な

っ
て
く
る
か
と
考
え
る
。

Q
令
和
元
年
９
月
定
例
会
で

只
見
線
利
活
用
計
画
の
奥

会
津
景
観
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

よ
り
環
境
整
備
し
た
い
と
い
う
答

弁
と
ホ
ー
ム
反
対
側
進
入
路
の
必

要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た
が
、

現
在
の
進
捗
、
検
討
状
況
を
伺

う
。A

（
地
域
振
興
課
長
）
奥
会

津
景
観
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
支
障
木
伐
採
は
、
滝
谷
川
橋

梁
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
整
備
を
し
た

が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
進
ん
で

い
な
い
。「
駅
を
守
る
会
」
な
ど

○�柳津町会津柳津駅舎情報発信
　交流施設について

い
。
只
見
線
利
用
客
を
増
や
す
効

果
が
あ
り
、
国
定
公
園
内
周
遊
に

も
有
効
と
考
え
て
い
る
。

Q
駅
か
ら
徒
歩
や
自
転
車
で

ふ
れ
あ
い
館
前
や
清
柳
苑

前
に
行
き
、
バ
ス
で
駅
に
戻
り
、

只
見
線
に
乗
車
で
き
る
コ
ー
ス
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
、
町
民
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
組
替
え

に
つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
今
年
度
か
ら
大

幅
な
見
直
し
に
取
り
組

み
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
方
式
や
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
な
ど
の
新
し
い
公
共
交

通
の
形
も
考
え
た
い
。

３番　磯
いそ

目
め

泰
やす

彦
ひこ

議員

只見線による観光振興を！
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○柳津駅駅舎改修工事について
○�住まいづくり支援事業�及び
　柳ヶ丘の木造平屋建て住宅について

Q
柳
津
駅
駅
舎
改
修
工
事
の

設
計
委
託
に
つ
い
て
伺

う
。

①
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し

た
理
由

②
何
故
、
東
京
の
設
計
事
務
所
が

入
っ
た
の
か
？

③
担
当
部
署
を
地
域
振
興
課
に
し

た
理
由

④
実
行
設
計
価
格
と
追
加
金
額
が

出
て
来
た
時
、
ど
う
考
え
た
の

か
？A

（
町
長
）
①
馴
染
み
深
い

駅
舎
の
改
修
工
事
で
、

様
々
な
デ
ザ
イ
ン
や
工
法
の
可
能

性
も
あ
り
、
よ
り
良
い
提
案
を
採

用
す
る
た
め
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
を
採
用
し
た
。

②
町
指
名
競
争
入
札
の
有
資
格
業

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
町
の
業
務

委
託
に
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
選

定
し
た
。

③
駅
の
利
活
用
は
観
光
、
地
域
振

興
に
寄
与
す
る
部
分
が
多
い
た

め
、
地
域
振
興
課
で
所
管
し
た

が
、
積
算
業
務
は
建
設
課
と
協
議

し
、
委
託
し
た
。

④
駅
舎
の
耐
震
等
の
安
全
性
や
意

匠
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
必
要

と
判
断
し
た
。

Q
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
実

施
に
当
た
り
、
建
築
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
観
光
事
業
の
見

識
者
が
い
た
の
か
。
ま
た
、
採
用

さ
れ
た
設
計
事
務
所
は
、
こ
れ
ま

で
に
当
町
で
の
実
績
が
、
本
当
に

あ
っ
た
の
か
。

A
（
町
長
）
手
続
き
に
瑕
疵

は
無
い
と
認
識
し
て
い

る
。Q

用
地
取
得
費
の
測
量
費
が

面
積
の
割
に
、
か
な
り
多

額
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

A
（
町
長
）
Ｊ
Ｒ
と
の
事
前

協
議
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
が

指
定
す
る
業
者
と
測
量
す
る
よ
う

条
件
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

地
元
業
者
と
比
べ
る
と
割
高
に
な

っ
た
。

Q
見
積
も
り
自
体
が
ど
う
し

て
も
信
用
で
き
な
い
。
有

識
者
の
第
三
者
委
員
会
で
調
べ
て

も
ら
い
た
い
と
思
う
が
、
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
適
正
に
審
査
員

を
選
び
、
そ
の
審
査
員
の

考
え
で
、
こ
の
業
者
に
決
定
し

た
。
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

Q
①
町
住
ま
い
づ
く
り
支
援

事
業
の
対
象
条
件
に
、
本

人
が
所
有
し
居
住
し
て
い
る
も
の

に
限
る
と
あ
る
が
、
町
に
住
み
た

い
方
に
提
供
で
き
る
町
営
住
宅
に

つ
い
て
も
、
快
適
な
生
活
と
住
宅

の
良
質
な
維
持
の
た
め
に
も
、
当

て
は
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
？

②
ま
た
、
柳
ヶ
丘
木
造
住
宅
は
粗

悪
な
状
態
で
あ
る
が
、
低
収
入
者

の
た
め
、
低
料
金
で
住
め
る
良
質

な
住
宅
提
供
も
大
切
だ
と
思
う
が

い
か
が
か
？

A
（
町
長
）
①
給
排
水
設
備

や
建
物
本
体
の
修
繕
を
町

負
担
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
町
営

住
宅
は
対
象
に
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
国
等
の
補
助
が
あ
っ
た

時
に
は
、
快
適
に
過
ご
せ
る
環
境

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

②
昭
和
40
年
代
建
築
の
住
宅
で
あ

り
、
現
在
、
全
室
空
き
家
に
な
っ

た
も
の
か
ら
順
次
解
体
し
て
い

る
。
今
後
も
、
住
宅
政
策
の
課
題

に
取
り
組
む
。

Q
町
営
住
宅
を
建
て
る
時
、

国
県
の
補
助
金
が
あ
る
は

ず
。
今
、
人
口
が
減
っ
て
も
、
入

れ
る
住
宅
が
無
い
。
適
切
な
分
譲

地
や
土
地
も
無
い
。
今
、
大
平
団

地
は
12
戸
空
い
て
い
る
。
所
得
制

限
な
ど
に
柔
軟
な
運
用
が
で
き
な

い
か
？

A
（
町
長
）
公
営
住
宅
法
に

基
づ
き
管
理
し
て
い
る
。

Q
熱
中
症
対
策
は
必
要
で
あ

り
、
住
ま
い
づ
く
り
支
援

事
業
補
助
を
適
用
で
き
な
い
か
？

A
（
町
長
）
公
営
住
宅
に
は

公
金
が
入
っ
て
お
り
、
更

に
補
助
金
を
交
付
す
れ
ば
、
公
平

性
が
保
て
な
い
と
考
え
る
。

Q
国
民
年
金
だ
け
で
生
活
し

て
い
る
方
が
い
る
。
古
い

住
宅
は
壊
し
、
低
所
得
者
向
け
の

住
宅
は
考
え
な
い
、
と
い
う
方
針

な
の
か
？

A
（
町
長
）
今
あ
る
長
屋
式

の
住
宅
は
大
変
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
古
い
建
物
な
の
で

空
い
た
場
合
に
は
解
体
し
て
い

く
。
現
時
点
で
は
同
じ
も
の
を
建

て
る
考
え
は
な
い
。

２番　渡
わた

邊
なべ

俊
とし

典
のり

議員

町の建築について問う！
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施
設
に
つ
い
て
も
整
備
し
て
い
き

た
い
。

Q
宅
地
分
譲
の
１
区
画
の
面

積
を
今
ま
で
よ
り
広
く

し
、
家
庭
菜
園
な
ど
が
楽
し
め
る

よ
う
な
広
さ
に
す
る
考
え
は
無
い

か
。A

（
み
ら
い
創
生
課
長
）
令

和
４
年
度
に
子
供
が
い
る

一
七
〇
世
帯
を
対
象
と
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
約

９
割
の
方
が
、
広
い
庭
、
家
庭
菜

園
な
ど
が
可
能
な
宅
地
を
望
ん
で

い
た
。
今
後
、
整
備
を
進
め
る
に

あ
た
り
、
参
考
と
し
て
い
き
た

い
。Q

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
「
暮

ら
し
や
す
い
町
で
す
か
」

の
設
問
に
、
否
定
的
な
意
見
の
中

で
、
取
り
組
み
た
い
こ
と
は
あ
る

か
。A

（
町
長
）
全
年
代
に
共
通

す
る
項
目
と
し
て
、
交
通

の
便
が
悪
い
、
買
物
の
不
便
さ
、

と
い
う
こ
と
で
、
公
共
交
通
の
在

り
方
を
皆
さ
ん
と
話
す
こ
と
か
ら

始
め
て
い
く
。

Q
令
和
５
年
中
の
転
出
者
数

１
０
７
人
、
転
入
者
数
66

人
と
い
う
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

振
興
計
画
に
掲
げ
る
目
標
と
大
き

な
乖
離
が
あ
る
。
思
い
切
っ
た
対

Q
人
口
減
少
、
少
子
化
問
題

は
町
の
将
来
に
大
き
く
か

か
わ
る
問
題
で
あ
る
。
転
出
者
を

減
ら
し
、
転
入
者
を
増
や
す
努
力

と
合
わ
せ
、
産
み
育
て
や
す
い
環

境
を
ど
う
作
り
出
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

A
（
町
長
）
こ
れ
ま
で
も
、

頑
張
れ
子
育
て
応
援
金
な

ど
様
々
な
経
済
的
支
援
を
。
環
境

支
援
と
し
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、
保
護
者
へ
の
育
児
相
談
な
ど

を
実
施
し
、
宅
地
分
譲
地
整
備
や

若
者
定
住
促
進
住
宅
の
建
設
、
新

築
住
宅
や
空
き
家
改
修
補
助
を
行

っ
た
。
し
か
し
、
当
町
の
人
口
は

令
和
５
年
７
月
に
三
千
人
を
割

り
、
年
間
の
出
生
数
も
８
人
と
大

変
厳
し
い
。

　

一
方
、
令
和
４
年
６
月
の
改
正

児
童
福
祉
法
に
よ
り
一
体
的
相
談

支
援
を
行
う
「
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
当
町
で
は
、
子
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
が
未
設
置

で
、
令
和
７
年
度
ま
で
に
拠
点
を

設
置
し
、
そ
の
後
、
子
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
て
、
相
談
支

援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
。Q

昨
年
の
町
長
選
挙
で
の
公

約
に
「
空
き
家
の
利
活
用

と
宅
地
分
譲
を
進
め
る
」
と
あ
る

が
、
担
当
課
に
ど
の
よ
う
な
指
示

を
出
し
た
の
か
？

A
（
町
長
）
空
き
家
数
が
増

え
続
け
て
い
る
の
で
、
調

査
を
し
っ
か
り
行
い
、
空
き
家
バ

ン
ク
利
用
者
を
増
や
し
、
空
き
家

活
用
の
移
住
定
住
拠
点
を
整
備
す

る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
宅
地
分

譲
に
つ
い
て
は
、
町
所
有
地
を
候

補
地
と
し
て
調
査
す
る
よ
う
指
示

し
て
い
る
。

Q
柳
津
町
の
空
き
家
バ
ン
ク

登
録
数
が
少
な
い
の
で
、

持
ち
主
に
対
し
補
助
制
度
の
周
知

を
含
め
、
意
向
確
認
を
す
る
考
え

は
な
い
か
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
過

去
に
空
き
家
を
調
査
し
、

所
有
者
に
郵
送
で
意
向
調
査
を
実

施
し
た
。
半
分
ほ
ど
が
回
答
し
、

そ
の
う
ち
１
割
程
度
が
利
活
用
を

望
ん
で
い
た
が
、
相
続
等
の
問
題

で
登
記
し
な
い
方
が
多
く
、
現
在

の
登
録
数
に
な
っ
て
い
る
。

Q
空
き
家
を
利
活
用
し
、
お

試
し
移
住
を
推
進
す
る
つ

も
り
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
み
ら
い
創
生
課
長
）
移

住
定
住
施
策
の
拠
点
整
備

と
し
て
、
空
き
家
の
利
活
用
を
考

え
て
い
る
。
併
せ
て
、
移
住
体
験

○人口減少問題への対応について

人口減少に歯止めを！

策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
町
長
の

考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
そ
の
理
由
を
知

る
と
い
う
こ
と
、
様
々
な

対
処
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。

Q
こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
続

け
ば
、
西
山
保
育
所
の
存

続
問
題
も
起
き
か
ね
な
い
。
保
護

者
や
住
民
の
声
を
聴
く
機
会
を
作

る
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
本
当
に
深
刻
で

あ
り
、
地
区
、
地
域
、
保

護
者
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
話
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期

に
来
て
い
る
の
か
な
と
い
う
思
い

は
あ
る
。
し
か
し
、
非
常
に
デ
リ

ケ
ー
ト
な
部
分
で
、
慎
重
に
話
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

６番　岩
いわ

渕
ぶち

清
きよ

幸
ゆき

議員
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農業政策は現場重視で！

○�農業後継者の確保と農地の保全
　について

Q
人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ

り
、
町
の
主
要
産
業
で
あ

る
農
業
を
支
え
て
い
く
の
が
非
常

に
困
難
に
な
り
、
国
の
施
策
、
支

援
は
あ
る
も
の
の
、
効
果
的
な
解

決
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
今
後

を
考
え
る
と
、
担
い
手
確
保
は
緊

急
の
課
題
で
あ
り
、
移
住
、
定
住

施
策
と
併
せ
、
意
欲
の
あ
る
人
材

の
確
保
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
の
方
針
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
令
和
６
年
度
に

は
、
国
の
新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
の
就
農
準
備
資
金
・

経
営
開
始
資
金
を
活
用
し
、
４
名

が
就
農
、
ま
た
は
来
年
に
向
け
て

研
修
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
経
営

開
始
資
金
活
用
の
３
名
は
、
町
単

独
の
農
政
推
進
事
業
も
活
用
し

て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、
機
械
、
苗

な
ど
の
購
入
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
他
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
１
名

が
農
業
後
継
者
活
動
を
し
て
い

る
。
町
と
し
て
は
一
定
の
効
果
が

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
継
続
し
て

い
き
た
い
。

Q
担
い
手
の
離
農
や
規
模
縮

小
に
よ
り
、
荒
廃
農
地
が

拡
大
し
、
熊
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
が

人
里
ま
で
出
没
し
て
し
ま
い
、
地

域
住
民
の
安
全
を
脅
か
す
事
態
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
、
ど
の
よ
う

な
農
地
保
全
策
を
し
て
い
く
の
か

伺
う
。

A
（
町
長
）
農
地
は
個
人
財

産
な
の
で
、
所
有
者
に
保

全
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
基
本
だ

が
、
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
等
に

よ
り
負
担
が
増
し
て
い
る
の
で
、

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
事
業
や

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
を

活
用
し
て
、
地
区
ま
た
は
圃
場
単

位
で
作
業
分
担
し
、
保
全
に
努
め

ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

く
。Q

非
常
に
残
念
だ
が
、
今
ま

で
の
経
過
か
ら
、
国
の
方

針
、
政
策
が
一
番
大
き
い
問
題
と

考
え
て
い
る
。
ス
イ
ス
で
は
、
昔

か
ら
農
業
、
農
家
を
救
う
た
め
、

食
料
に
対
す
る
様
々
な
政
策
が
あ

る
が
、
町
長
は
、
ど
の
よ
う
に
思

っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
国
の
役
割
は
非

常
に
大
事
で
あ
り
、
政
策

上
の
問
題
は
非
常
に
大
き
い
。
そ

の
中
で
、
町
と
し
て
で
き
る
こ
と

が
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
を
探
し
な

が
ら
、
最
大
限
の
仕
事
、
支
援
を

し
て
い
き
た
い
。

Q
実
際
に
見
て
、
農
家
の
人

と
話
を
し
て
、
理
解
す
る

こ
と
が
、
問
題
の
解
決
の
た
め
に

な
る
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
思

っ
て
い
る
の
か
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
と
て
も
大
事
だ

と
思
っ
て
い
る
。
現
状
を

見
る
、
そ
の
話
を
聞
く
と
い
う
こ

と
は
大
切
で
あ
る
と
思
う
。

Q
実
際
の
農
家
の
姿
を
見

て
、
町
長
、
副
町
長
が
先

頭
に
立
っ
て
、
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
、
最
大
の
農

政
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
何

か
対
策
等
は
あ
る
か
。

A
（
町
長
）
こ
れ
か
ら
は
農

地
の
集
約
、
農
家
の
法
人

化
、
農
業
の
ス
マ
ー
ト
化
な
ど
を

重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で

も
儲
か
る
農
業
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

議会録画映像のお知らせ議会録画映像のお知らせ
一般質問の映像を、町のホームページから視聴することができます。

町公式ホームページ 町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、見ることができます！
（右のＱＲコードをご利用ください）

９番　荒
あら

明
あけ

正
しょう

一
いち

議員
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６月２６日（水）から６月２８日（金）までの２泊３日の日程で、議員１０名による令和
６年度議会行政調査を実施しました。

今年は再生可能エネルギー優良事例として北海道茅部郡森町（もりまち）を訪問し、今後
の議会活動に資するため、その取り組みについて研修しました。

森町は渡島半島の中部、波静かな内浦湾と緑豊かな駒ヶ岳に囲まれた自然豊かな町で、人
口は約１万４千人、世帯数は約７千５百世帯で、平成の大合併により、文化・地理的に結び
つきが強かった、旧森町と砂原町（さはらちょう）が合併し、現在の森町となりました。

噴火湾に面し、ニシン漁や昆布の養殖など、江戸時代から漁業が盛んでしたが、昭和４年
に駒ヶ岳が大噴火するなど、地底活動のエネルギーが高いところでもあります。

最初に訪れた木材総合メーカーの株式会社ハルキは、木質バイオマスの地域循環事業に取
り組んでおり、北海道産の木材を８割活用することを目標とし、製材や集成材を造り、廃材
も無駄なく利活用して、バイオマスボイラーにより、焼却した熱を木材の乾燥や発電に使用
していました。

次に、森バイナリー発電所を訪問しました。森バイナリーパワー合同会社（北海道電力ほ
か２社の共同）の担当者より、北海道電力森地熱発電所の還元熱水を利用したバイナリー発
電機（2,000kW）と園芸ハウスシステムの熱交換器室について、実際の設備等を見ながら、
詳細な説明を受けました。

最後に、地熱利用の園芸ハウス栽培の状況（トマト、キュウリなどの大量生産）や今後の
課題をご説明いただき、意見交換会を行いました。地熱利用での野菜の流通にも、九州地方
の産地との重複する場合もあり、市場の競争に勝っていく難しさもあるようです。また、後
継者の確保が最大の課題であるとのことでした。

行 政 調 査

再生可能エネルギー先進地再生可能エネルギー先進地
行政調査行政調査

令
和
６
年
度 

議
会
行
政
調
査

戊辰戦争最後の戦いとなる箱館戦争の舞台となっ
た、函館市の五稜郭を訪れました。江戸時代に北方
の守りとして建築された五稜郭は現在、国の指定史
跡、北海道で唯一の特別史跡に登録され、多くの観
光客（インバウンドを含む）で賑わっていました。

また、施設内及び周辺は環境美化がくまなく行き
届いており、来訪者を快く歓迎してくれています。
※ 写真の建物は、五稜郭の中心、箱館奉行所です。

歴史的建造物　箱館五稜郭の奉行所（函館市）

北海道（森町）北海道（森町）
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行 政 調 査

北海道茅部郡森町　（再生可能エネルギー）

意見交換会意見交換会

北海道電力の担当からの説明と意見交換を行いま
した。

地熱利用の園芸ハウス地熱利用の園芸ハウス

年間を通して、トマトなどの農作物を市場に出荷
している。

森バイナリー発電所森バイナリー発電所還元熱水熱交換器室還元熱水熱交換器室

地熱エネルギーの２次利用システム
（園芸ハウスに熱を送る）

製材して、余った木片をバイオマスボイラーで燃や
し、乾燥や発電に利用している。持続可能な木材
資源の地域循環を目指す。

熱水等が巡るパイプライン

令
和
６
年
度 

議
会
行
政
調
査

地熱発電還元熱水の２次利用地熱発電還元熱水の２次利用（森バイナリーパワー合同会社ほか）（森バイナリーパワー合同会社ほか）

木質バイオマス地域循環事業木質バイオマス地域循環事業（株式会社ハルキ）（株式会社ハルキ）
自然エネルギーの自然エネルギーの
循環活用を循環活用を

目指しています！目指しています！

事務所、製材工場、人工乾燥機、加工工場、木質
バイオマス工場、集成材工場、自社森林などを有す
る。（上記写真は人工乾燥機）



町最高デジタル責任者による「ＤＸ説明会」

町村議会広報研修会

両沼地方町村議会議員交流会

５月２３日（木）役場において、柳津町最
高デジタル責任者（ＣＤＯ）の藤井靖史氏よ
り、議員向けのＤＸ説明会が開催されました。
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

に取り組む意義をはじめ、町におけるＤＸの
進ちょく状況や課題などの説明を受けました。

７月２日（火）福島市で、福島県町村議会議
長会主催の広報研修会が開催され、柳津町議会
では広報常任委員５名が出席し、より良い紙面
つくりを学びました。
高まり続ける地域行政への期待、地方議会の

重要度も増し、町民と議会とを結ぶ橋渡し的な
議会広報の重要性は言うまでもありません。

７月１７日（水）両沼地方町村議会議長会主催の両沼地方町村議会議
員交流会がつきみが丘町民センターで開催され、両沼地方議会の議員約
100名が集まり、お互いの交流を深めました。
また、記念講演として会津地方振興局長が登壇し、「会津地方振興局の
取り組み」と題し、諸問題の解決を図り、持続可能な地域づくりのため、
多岐にわたる取り組み内容について、詳しく解説していただきました。

日産自動車㈱の取り組み状況視察
６月２１日（金）浪江町で進められている日産自動車㈱による浜通り地域連携協定の取り組みに
ついて、視察しました。
日産の電気自動車とＤＸ（デジタル）を利用した公共交通機関のデマンドサービス（スマートモ
ビリティー）や、環境省RE100（再生可能エネルギー100％使用）を目指した蓄電池としての電気
自動車の活用、蓄電池のリユース（再利用）工場などを視察し、日産自動車㈱と浪江町の担当職員
の方々と意見交換を行いました。

12

蓄電池のリユース工場蓄電池のリユース工場 スマートモビリティー管制室スマートモビリティー管制室

活 動 報 告



臨時会・監査・議会モニター
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議会モニター議会モニター
６月５日（水）議長室において、議会モニターへの委嘱状交付式が行われました。
新たに委嘱された５人のモニターさんからは、議会の運営に関することを中心に、いろいろなご意見

等をいただいて、今後の議会運営についての参考にさせていただきます。

第３回臨時会審議議案　－　主な議案　－

令和６年第３回柳津町議会臨時会が７月１９日に開催されました。今回の臨時会では、専決の承認、補正予
算、備品購入、契約の変更、契約の締結の６議案を審議し、原案どおり決定しました。

専決処分の承認を求めることについて（柳津町一般会計補正予算）
一般会計の予算に７，２００万円を追加し、総額を４３億３，０５５万１千円とする補正予算の専決処分を承認した。

【専決理由】  ４月６日に発生した町道五畳敷大成沢線、四ッ谷高森地区間の土砂災害現場の復旧工事を緊急で
実施するための予算を計上した。

令和６年度柳津町一般会計補正予算
簡易水道事業会計（公営企業会計）への補助金として１４１万６千円を支出するため、予備費の充当をする補

正予算を可決した。（財源補正のため総額の増減はない）

令和６年度柳津町簡易水道事業会計補正予算
簡易水道事業会計（公営企業会計）の予算の総額に１４１万６千円を追加し５億４，８９２万１千円とする補正

予算を可決した。
【内容】 大成沢水道工事積算業務委託料の増額

消防用小型動力ポンプ普通積載車の購入について
第３分団藤班の消防用小型動力ポンプ普通積載車を更新するため下記業者との備品購入契約締結を可決した。

【契約金額】 １，１３３万円　【契約の相手方】 会津若松市　株式会社ホシノ　代表取締役　湯田 文章

令和５年度　決算審査
７月１８日より令和５年度の町会計決算に関する監査委員

の審査が行われました。
昨年度の決算状況を調査し、平成２１年４月から施行され

た地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づいた数
値などを確認して、町財政健全化の推進などを促しました。

工事請負契約の変更について
令和５年第２回定例会で可決した町道五畳敷大

成沢線、四ッ谷地区の土砂災害復旧工事について、
契約金額を増額する変更を可決した。

【変更後の契約金額】 ２億１，５１２万３，７００円
【契約の相手方】 有限会社 西村土建 代表取締役 猪股 勝

工事請負契約の締結について
令和６年４月６日に発生した町道五畳敷大成沢

線、四ッ谷高森間土砂災害の土砂撤去工事請負契
約を可決した。

【契約金額】 １億１０万円
【契約の相手方】  有限会社 西村土建 代表取締役 猪股 勝

委嘱状を交付する様子

令和６年度議会モニター
岩佐　　傳さん（猪　鼻）新規
金子セツ子さん（砂子原）
白井　　猛さん（野老沢）
鈴木　早苗さん（小ノ川）
鈴木　恭子さん（大成沢）新規

こんなことも
決めました
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や
な

い
づ

議
会

だ
よ

り

−− 議 会 の 動 き 議 会 の 動 き（令和６年第１回定例会以降）（令和６年第１回定例会以降）  −−
 ３月13日 会津柳津学園中学校卒業証書授与式
 ３月22日 柳津小学校、西山小学校卒業証書授与式
 ４月８日 柳津小学校、西山小学校、会津柳津学園中学校入学式
 ４月11日 両沼地方町村議会議長会臨時総会（会津坂下町・議長）
 ４月12日 町会津柳津駅舎情報発信交流施設オープニングセレモニー
 ４月19日 議会全員協議会
  会津総合開発協議会（会津若松市・議長）
 ４月28日 町消防団春季検閲式（運動公園グラウンド）
 ４月30日 町教育研究会総会（ふれあい館・総務文教常任委員長）
 ５月９日 総務文教・産業厚生常任委員会現地調査
 ５月21日 全国町村議会議長・副議長研修会（東京都・議長、副議長）
  会津若松地方広域市町村圏整備組合議会臨時会
  （会津若松市・広域担当議員）
 ５月23日 議会全員協議会
 ５月29日 議会運営委員会
 ６月３日 県町村議会議長会定期総会（福島市・議長）
  両沼地方町村議会議長会臨時総会（福島市・議長）

七
月
三
日
に
二
十
年
ぶ
り
に
新
し
い

一
万
円
札
、
五
千
円
札
、
千
円
札
が
発

行
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
お
札
で
は
、

偽
造
対
策
が
強
化
さ
れ
た
ほ
か
、
お
札
を
識
別

し
や
す
く
す
る
た
め
の
新
た
な
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
、
犯
罪
防
止
策
と
し
て
の

向
上
は
も
ち
ろ
ん
期
待
で
き
ま
す
し
、
視
力
の

良
く
な
い
方
に
も
指
で
触
れ
て
お
札
の
識
別
が

し
や
す
い
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
表
面
の
肖
像

は
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
三
名
、
一
万

円
札
が
『
渋
沢
栄
一
』、
五
千
円
札
が
『
津
田

梅
子
』、
千
円
札
が
『
北
里
柴
三
郎
』
が
描
か

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
財
務
省
、
日
本
銀
行
、

国
立
印
刷
所
の
三
者
で
協
議
さ
れ
、
最
終
的
に

は
財
務
大
臣
が
決
定
し
、
公
示
す
る
と
い
う
事

で
す
。
会
津
の
人
間
と
し
て
は
『
野
口
英
世
』

の
お
札
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
の
は
、
少
し
寂

し
い
感
じ
も
い
た
し
ま
す
が
、
心
機
一
転
と
言

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
心
機
一
転
と
言
い
ま
す
と
、
今
回
の

『
や
な
い
づ
議
会
だ
よ
り
』
で
す
が
、
中
身
の

色
合
い
を
変
更
し
て
み
ま
し
た
。
今
後
と
も
町

民
の
皆
様
が
『
読
み
や
す
い
』『
見
や
す
い
』『
分

か
り
や
す
い
』
会
報
づ
く
り
が
出
来
る
様
に
工

夫
を
凝
ら
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お

っ
し
ゃ
っ
て
頂
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。�

�

（
小
林　
浩
）

ちょっと
一言

委
員
長 

新
井
田
　
順
　
一

副
委
員
長 

小
　
林
　
　
　
浩

委
　
　
員 

渡
　
邊
　
俊
　
典

 

荒
　
明
　
正
　
一

 

伊
　
藤
　
　
　
純

10月17日(木)
午前10時開会

会津柳津学園中学校３年生による模擬議会「中学生議会」
今年のテーマは「持続可能な柳津町をつくろう」です。
町に対する疑問や提案を議場において一般質問します。
「ふれあい館・ゆきげ館」でテレビ中継します。
ぜひ、ご覧ください。（※議場では中学生が傍聴します）

令和６年 第３回定例会 ： ９月４日(水)～９月11日(水)
 《９月４日　午前１０時開会》

・初日は「一般質問」を行います。
・ゆきげ館とふれあい館ではテレビ傍聴できます。次回定例会のお知らせ

広報常任
委 員 会

６月14日
会津柳津学園中学校で
講話をする議長

中学生議会開催のお知らせ中学生議会開催のお知らせ


